
                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

来月５日 守山文化小劇場で

守山女声コーラスが歌声披露

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
も
う

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

名
古
屋
第
�
団

来
月
５
日
イ
ベ
ン
ト
開
催

母
里
ん
子
が
セ
ミ
ナ
ー
開
く

来
月
１８
日

守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

                     

　
応
募
い
た
だ
い
た
際
の

個
人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ

ー
掲
載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送

付
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
。ま
た
、プ

レ
ゼ
ン
ト
は
中
日
新
聞
販

売
店
が
お
届
け
し
ま
す
。

　
小
池
　
芭
ち
ゃ
ん
（
こ

い
け
・
は
な
）
Ｈ
�
・
�

・
�
生
ま
れ
＝
城
南
町
＝

　
▽
笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
元

気
に
育
っ
て
ね
�

　
山
本
　
蒼
く
ん
（
や
ま

も
と
・
あ
お
し
）Ｈ
�
・�

・
２
生
ま
れ
＝
守
山
２
＝

　▽元気いっぱい�

　
本
コ
ー
ナ
ー
（
応
募
時
で
二
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
対
象
）
で
は
受

け
付
け
順
に
全
て
の
方
を
紹
介

し
、
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ
ー
ル

で
。
本
人
一
人
で
写
っ
て
い
る
写

真
（
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
）
の

ほ
か
①
住
所
②
氏
名
・
ふ
り
が
な

③
性
別
④
生
年
月
日
⑤
保
護
者
名

⑥
メ
ッ
セ
ー
ジ
⑦
電
話
番
号
⑧
お

近
く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
書

き
添
え
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー

ム
ニ
ュ
ー
ス
「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ

ん
」
係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
元
気
く

ん
・
ち
ゃ
ん
」
、
本
文
に
①
か
ら

⑧
、
写
真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て
＝

ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ

ｅ．ｊ
ｐ
（
携
帯
の
絵
文
字
は
使
用

不
可
で
す
）
＝
へ
。
画
質
に
よ
っ

て
は
掲
載
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
本
年
、
愛
知
県
警
で
は

「
侵
入
盗
」
「
自
動
車
盗
」

「
特
殊
詐
欺
」
を
最
重
点
に

抑
止
対
策
を
推
進
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
県
内
の
侵
入
盗
被
害
は
、

平
成
十
九
年
か
ら
十
年
連
続

全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
で

す
。
ま
た
、
守
山
署
管
内

に
お
い
て
も
昨
年
は
一
昨

年
と
比
べ
、
空
き
巣
が
三

十
件
以
上
増
加
し
ま
し

た
。

　
空
き
巣
な
ど
の
侵
入
盗

は
、
施
錠
を
し
て
い
て
も

被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

各
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
は

施
錠
プ
ラ
ス
補
助
錠
・
警
報

器
・
ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト
・
防

犯
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
活
用
し

た
〝
プ
ラ
ス
ワ
ン
〟
の
防
犯

対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
は
昨

年
、
当
署
管
内
で
は
息
子
を

か
た
っ
た
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、

区
役
所
な
ど
の
職
員
を
か
た

っ
た
還
付
金
詐
欺
が
多
発

し
、
被
害
は
二
十
六
件
（
被

害
総
額
約
七
千
五
百
万
円
）

発
生
し
ま
し
た
。

　
【
被
害
を
防
止
す
る
ポ
イ

ン
ト
】
▽
息
子
さ
ん
な
ど
の

携
帯
電
話
に
か
け
て
事
実
確

認
を
す
る
▽
他
人
に
は
絶
対

に
現
金
を
渡
さ
な
い
▽
「
還

付
金
が
あ
る
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ

行
く
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
て

も
絶
対
に
行
か
な
い
（
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
は
還
付
金
を
受
け
取
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
言
葉
が
出
た

ら
詐
欺
が
確
定
で
す
）
な
ど

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
確
実
に

実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

�年の成果を披露する「守山女声コーラス」（前回のステージ）

以前の催しで行われた巨大書道

〝知郁あそびとは〟をお母さ
んらが学ぶセミナー（以前）

　
守
山
女
声
コ
ー
ラ
ス
の
「
創
立
�
周
年
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
二
月
五
日
（
日
）
、
守
山
文
化
小

劇
場
＝
小
幡
南
一
＝
で
開
か
れ
る
。
午
後
一
時
半

開
演
、
同
一
時
開
場
、
入
場
無
料
。

　
同
団
は
、
守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
＝
守
山
三

＝
で
行
わ
れ
た
合
唱
の
講
座
を
き
っ
か
け
に
発

足
。
五
十
―
八
十
代
の
十
八
人
が
週
一
回
集
ま
っ

て
練
習
に
励
む
な
ど
、
長
く
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
ん

で
い
る
。

　
今
回
は
団
員
を
は
じ
め
、
つ
じ
村
ふ
み
恵
さ
ん

（
ソ
プ
ラ
ノ
）
と
瀬
谷
千
鶴
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
が

出
演
。
指
揮
は
、
名
響
コ
ー
ラ
ス
代
表
で
地
元
の

多
く
の
合
唱
団
を
指
導
し
て
い
る
伊
藤
真
司
さ
ん

が
務
め
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
で
」

「
恋
の
フ
ー
ガ
」
「
金
子
み
す
ゞ
・
新
美
南
吉
の

詩
に
よ
せ
て
」
ほ
か
。
ま
た
、
客
席
も
一
緒
に
な

っ
て
「
ふ
る
さ
と
は
今
も
か
わ
ら
ず
」
な
ど
を
歌

う
催
し
も
あ
る
。

　
当
日
先
着
四
百
人
、
整
理
券
は
不
要
。
問
い
合

わ
せ
は
同
団
の
石
川
さ
ん
方
＝
☎
（
７
９
４
）
１

１
３
７
＝
へ
。
　

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
名
古
屋
第

�
団
は
二
月
五
日
（
日
）
、
守

山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
＝
竜
泉

寺
二
＝
で
「
巨
大
書
道
と
か
ら

く
り
人
形
体
験
会
」
を

開
く
。
園
児
年
長
か
ら

小
学
五
年
生
と
そ
の
保

護
者
が
対
象
で
、
参
加

は
無
料
。

　
白
沢
学
区
や
周
辺
な

ど
広
く
活
動
し
て
い
る

同
団
が
、
団
員
と
一
緒

に
な
っ
て
楽
し
ん
で
ほ

し
い
と
毎
年
開
催
。
こ

と
し
は
巨
大
書
道
の
ほ

か
、
九
代
目
玉
屋
庄
兵

衛
後
援
会
会
員
で
区
内

在
住
の
か
ら
く
り
人
形
研
究
家

・
清
水
屋
勝
次
郎
（
中
川
進
）

さ
ん
に
よ
る
実
演
と
い
っ
た
内

容
に
な
っ
て
い
る
。

　
体
験
会
は
午
前
九
時
半
―
同

十
一
時
半
。
「
予
約
は
不
要
で

す
が
、
数
に
限
り
が
あ
る
た
め

早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と

イ
ベ
ン
ト
担
当
者
。
問
い
合
わ

せ
は
同
団
委
員
長
の
大
谷
さ
ん

＝
携
帯
０
９
０
―
６
０
９
２
―

２
３
７
１
＝
へ
。

　
も
り
や
ま
短
歌
会

　
　
　
　
　
　
栗
本
　
雅
子
選

回
転
す
る
餅
に
こ
ぼ
せ
る
食
紅

は
マ
ー
ブ
ル
模
様
描
き
つ
つ
ひ

ろ
が
る
　
　
　
　
松
井
　
照
枝

休
業
と
貼
紙
し
た
る
自
転
車
屋

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
鳴
ら
し
木
枯
し

の
吹
く
　
　
　
　
纐
纈
　
妙
子

黒
々
と
立
つ
裸
木
が
曙
の
光
に

目
覚
む
幹
ま
た
枝
へ

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
道
子

流
星
群
を
見
ん
と
仰
げ
る
午
前

二
時
青
墨
色
の
雲
が
邪
魔
す
る

　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
錞
子

浮
雲
を
し
た
が
え
雪
被
る
富
士

の
山
夕
日
を
受
け
て
か
が
や
き

を
増
す
　
　
　
　
友
廣
　
和
恵

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
授
賞
式
に
は
欠

席
の
ボ
ブ
デ
ィ
ラ
ン
の
歌
深
夜

便
に
聴
く
　
　
　
池
　
い
づ
み

う
ら
若
き
乙
女
は
看
護
の
実
習

生
の
み
こ
み
早
き
希
望
の
星
な

り
　
　
　
　
　
　
小
林
　
和
枝

散
り
積
も
る
銀
杏
黄
葉
の
あ
た

た
か
し
ゆ
る
り
老
犬
と
朝
を
歩

め
ば
　
　
　
　
　
栗
本
　
雅
子

　
◇
「
カ
プ
ラ
」
で
あ
そ
ぼ
う

～
カ
プ
リ
ン
ピ
ッ
ク
～

　
�
日
（
日
）
後
３
―
４
・

�
、
守
山
児
童
館
☎
（
７
９

６
）
１
５
０
１
。
カ
プ
ラ
（
木

の
板
）
で
、
す
て
き
な
作
品
作

り
。
小
中
高
生
対
象
。
無
料

　
◇
公
開
講
座
「
ア
イ
ヌ
の
人

々
の
歴
史
と
文
化
～
先
住
民
族

へ
の
偏
見
や
差
別
か
ら
考
え
る

～
」

　
�
日
（
月
）
前
�
―
正
午
、

守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎

（
７
９
１
）
７
１
６
１
。
松
浦

武
四
郎
記
念
館
元
館
長
の
高
瀬

英
雄
さ
ん
が
話
を
。
一
般
対

象
、
当
日
（
前
９
・
�
―
）
先

着
五
十
人
。
無
料

　
◇
ナ
イ
タ
ー
児
童
館
☆
フ
レ

ン
ド
リ
ー
タ
イ
ム
☆

　
２
月
３
日
・
�
日
（
金
）
中

学
生
＝
後
５
―
７
、
高
校
生
＝

後
５
―
８
、
守
山
児
童
館
☎

（
７
９
６
）
１
５
０
１
。
友
達

と
の
お
し
ゃ
べ
り
、
卓
球
や
学

校
の
宿
題
を
す
る
な
ど
好
き
な

こ
と
を
し
て
過
ご
せ
る
場
所
と

し
て
。
中
学
生
・
高
校
生
対

象
。
無
料

　
◇
カ
カ
オ
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

展　
４
日
（土
）―
�
日
（
日
）
、

前
９
―
後
４
・
�
、
東
谷
山
フ

ル
ー
ツ
パ
ー
ク
☎
（
７
３
６
）

３
３
４
４
。
カ
カ
オ
豆
を
は
じ

め
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
料
の
実

物
や
、
製
造
工
程
が
分
か
る
パ

ネ
ル
展
示
な
ど
。
※
６
日
・
�

日
（
月
）
は
休
園
日
。
無
料

　
◇
移
動
児
童
館
　
ｉ
ｎ
　
守

山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
８
日
（
水
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
。
※
問
い
合
わ
せ
は
守
山
児

童
館
☎
（
７
９
６
）
１
５
０
１

へ
。
〝
親
子
で
一
緒
に
冬
の
運

動
会
〟
を
テ
ー
マ
に
、
体
を
い

っ
ぱ
い
動
か
し
て
遊
ぶ
催
し
。

子
育
て
相
談
も
。
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
対
象
。
無
料

　
◇
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
お
は
な

し
会

　
９
日
（
木
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
志
段
味
図
書
館
☎
（
７

３
６
）
６
９
０
７
。
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
ほ

か
。
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
対

象
。
無
料

　
◇
自
然
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
「
春

を
待
つ
植
物
た
ち
」

　
�
日
（
金
）
前
９
・
�
―
正

午
、
森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新

居
五
一
八
二
ノ
一
＝
植
物
園
内

展
示
館
前
集
合
☎
０
５
６
１

（
�
）
１
５
５
１
。
自
然
観
察

指
導
員
の
解
説
と
と
も
に
園
内

を
散
策
。
一
般
対
象
。
※
当
日

受
け
付
け
、
雨
天
決
行
。
無
料

（
た
だ
し
、
植
物
園
入
園
料
と

し
て
大
人
一
人
二
百
十
円
要
）

　
◇
ち
い
さ
い
人
向
け
お
は
な

し
会
「
よ
ち
よ
ち
」

　
�
日
（
金
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
守
山
図
書
館
☎
（
７
９

３
）
６
２
８
８
。
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
手
あ
そ
び
、
紙
芝
居

な
ど
。
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

対
象
。
無
料

　
来
年
度
年
長
児
の
保
護
者
と

関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
し
た

セ
ミ
ナ
ー
「
入
学
前
の
１
年
に

我
が
子
に
し
て
あ
げ
ら
れ
る

事
」
が
、
二
月
十
八
日
（
土
）

に
守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
＝

守
山
三
＝
で
催
さ
れ
る
。

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
協

も

り

育
Ｎ
Ｐ
Ｏ
母
里
ん
子
が
主
催
。

県
内
七
つ
の
地
域
・
部
に
分
か

れ
、
お
絵
か
き
や
工
作
な
ど
で

学
習
能
力
を
高
め
る
「
知
郁
あ

そ
び
」
の
会
を
開
く
ほ
か
、
遊

び
を
通
し
て
母
と
子
を
育
む
活

動
を
し
て
い
る
。

　
講
師
は
、
同
団
体
代
表
で
幼

育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
西
川
と

し
子
さ
ん
。
午
前
十
時
十
分
か

ら
知
郁
あ
そ
び
見
学
会
、
同
十

一
時
か
ら
〝
授
業
や
学
習
嫌
い

に
さ
せ
な
い
た
め
に
い
ま
で
き

る
こ
と
と
は
〟
な
ど
話
が
行
わ

れ
、
午
後
〇
時
十
五
分
終
了
と

な
っ
て
い
る
。　

受
講
料
五
百

円
、
託
児
（
一
人

五
百
円
・
要
予

約
）
あ
り
。
問
い

合
わ
せ
・
申
し
込

み
（
件
名
に
「
２

／
�
知
郁
セ
ミ
ナ

ー
参
加
希
望
」
。

本
文
に
氏
名
と
連

絡
の
取
れ
る
電
話

番
号
を
記
入
し

て
）
は
メ
ー
ル
＝

ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
＠
ｍ
ｏ
ｒｉ
ｎ

ｋ
ｏ．ｊ
ｐ
＝
へ
。

〔２〕２０１７年（平成２９年）１月２８日（土曜日）

                     

                                                                                                         

                                                                                                         


